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災害概況について 

 
Ⅰ 火災概況 
 平成２２年中の火災件数は７６件で、前年の１００件に比べ２４件の大幅な

減少となっており、これは西部広域消防発足以来最も少ない火災件数です。な

お、日南町においては平成２２年中、火災は発生していません。 

 火災のうち建物火災については前年に比べ５件減っていますが、焼損面積は

３，７６０㎡増えています。これは、１月に大きな工場火災が発生したことに

よるものです。 

火災による死者は４人で、前年より２人増加しています。４人のうち３人は

建物火災によるもので、夜中の２時から 4 時に発生しています。このうち１名

は６５歳以上の高齢者でした。死亡原因については、２人が逃げ遅れ、２人が

その他となっています。負傷者は１５人で、このうち８人が６５歳以上の高齢

者の方でした。負傷者の発生状況については、６人が消火中、２人が避難中、

１人が就寝中、６人がその他となっています。 

今後、住民に対する出火防止のための啓発とともに、万一火災が発生した時

に、早期発見と早期避難ができるよう、住宅用火災警報器の設置を促進してい

くことが重要と考えます。 

 

Ⅱ 救急概況 
 救急出動件数は８，９７５件(５５４件の増・＋６．６％)で、救急搬送人数は

８，４９５人(５７２人の増・＋７．２％)で、４年振りの増加となっています。 

事故種別ごとの出動件数は、急病が５，４７８件(６１．０％)と半数以上を占

め､次いで転院搬送１，１４８件(１２．８％)、一般負傷１，０８４件（１２．

１％）交通事故８６１件(８．７％)の順となっています。 

 年齢別の搬送人数は、６５歳以上の高齢者が４，８５６人(５７％)と全搬送

人数に占め、今後も少子高齢化の進展に伴い更に割合が増加することが予測さ

れます。 

 心肺停止傷病者に対して、家族等による応急手当の割合が５１％となってい

ます。救急現場での早期の応急手当が救命のチャンスを拡大しますので、住民

への心肺蘇生法の普及やＡＥＤの設置が不可欠です。 
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Ⅲ 救助概要 
 救助出動件数は１５５件(１５件の減・－８．８％)、救助活動件数は１１８件

(１１件の減・－８．５%)となっています。また、救助人員は１１１人(１４人

の増・＋１４．４％)です。 

 事故種別毎の救助出動件数を見ると、交通事故が６６件(１１件の減・－１４．

２％)と最も多く、次いでその他の事故が３７件(１８件の増・＋９４．７％)、

火災が２５件(１９件の減・－４３．２％)、水難事故が１６件(１件の減・－５．

８％)、建物等による事故が４件(３件の減・－４２．９％)、機械による事故が

４件(２件の減・－３３．３％)となっています。 

救助人員では交通事故が最も多く５６人(３人の増・＋５．７％)、次いでそ

の他２８人（１３人の増・＋８６．７％）、水難事故１２人(５人の増・＋７１．

４％)、火災５人(１人の減・－１６．７％)の順となっています。 

 全国的に発生している地震や列車事故などの大規模災害時には、県内外の消

防機関、医療機関、防災機関、国、県、市町村などの迅速な連携活動が必要不

可欠となっています。 

 

Ⅳ １１９番着信状況  

平成２２年の総着信件数は１２，７２２件（９１４件の増・＋７.７％）で、

平成１７年をピークに減少傾向となっていましたが増加しています。救急通報

（５３７件増・＋６.６％）訓練通報等（３５１件増・２６％）が増加し、火災

通報（３４件減・－１７％）悪戯通報（３２件減・－２３％）減少しています。

電話種別による着信状況は、固定電話が６，９６７件（１２４件減・－１.８％）、

ＩＰ電話が２,０４７件（５１０件増・＋３３％）、携帯電話が３,７０８件（５

２７件増・１４％）となっています。問い合せや悪戯等を除く災害通報は８，

９７８件で、このうち固定電話（ＩＰ電話を含む）が６，５６０件（７３％）、

携帯電話が２，４１８件（２３％）となっています。また、事故種別ごとの携

帯電話の占める割合は、火災通報が５６.６％、救急通報が２５.７％、救助通

報が７２.２％、警戒通報が５３.９％となっています。救助、火災、警戒が救

急に比べ携帯電話の比率が高くなっており、屋外で発見される場合の多い交通

事故等や火災、たき火といった多くの人の目につきやすいものと、急病など屋

内で発生することの多い救急との違いが現れています。 

携帯電話からの通報時に、発信された位置情報を取り込む「携帯電話の位置

情報通知システム」の導入と、今後、正確な位置情報を発信できる GPS 機能付

き携帯電話の普及に伴い、その機能が更に発揮されるものと考えています。 
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Ⅰ 火災概況 

(平成２２年１月～１２月) 
１ 火災状況 
（１）火災件数 

平成２２年中の火災件数は７６件で、前年に比べ２４件少なく、西部広

域消防発足以来最も少ない火災件数となっています。特に、その他火災の

件数が前年の３４件から１７件に半減しており、この要因としては３月か

ら５月にかけて、雨の量が平年より相当多かったため、春先に多発する草

火災が少なかったことが挙げられます。 
（別表Ⅰ－１、別表Ⅰ－５、別図Ⅰ－１参照） 

 
（２）火災種別 

種別ごとの構成比をみますと、建物火災が全体の６４．５％を占め 、次

いでその他火災２２．４%、車両火災７．９％、林野火災３．９％の順とな

っています。             （別表Ⅰ－１、別図Ⅰ－２参照） 
 

（３）月別・時間帯別 
月別の火災件数をみますと、５月・８月が最も多く９件、次いで１月・

７月が８件、４月・６月・９月の７件、２月の６件となっています。 
種別ごとの火災発生状況をみますと、建物火災は１月に７件、その他火

災は５月に５件と最も多く発生しています。林野火災は２月・８月・９月

に１件ずつ発生しています。 
時間帯別の建物火災件数をみますと、１７時から１８時の時間帯に最も

多く６件、次いで３時から４時の時間帯に５件発生しています。 
（別表Ⅰ－２、別図Ⅰ－３、別図Ⅰ－４参照） 

 
（４）市町村別 

市町村別の火災件数をみますと、米子市が最も多く３５件、次いで大山

町の１５件、南部町の１０件となっています。日南町では平成２２年中、

火災は発生していません。       （別表Ⅰ－３、別図Ⅰ－５参照） 
 

（５）損害額 
損害額は１８７，０１７千円で、前年の１９０，０８２千円とほぼ同様

です。 
種別ごとでは、建物火災が１８４，９３３千円で全体の９８．９％を、

月別では４月の８６，８９６千円が全体の４６．５％を占めています。 
（別表Ⅰ－１、別表Ⅰ－２参照） 

 
２ 出火原因 

出火原因の第１位は「こんろ」で１０件、次いで「放火（放火の疑い含む）」
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で８件、「たき火」７件、「たばこ」６件の順となっています。 
（別表Ⅰ－４参照） 

 
３ 死者・負傷者 

火災による死者は４人で、前年より２人増加しています。４人のうち３人

は建物火災によるもので、いずれも夜中の２時から 4 時に発生しています。

このうち１人は６５歳以上の高齢者でした。死亡原因については、２人が逃

げおくれ、２人がその他となっています。 
負傷者は前年同様１５人で、このうち８人が６５歳以上の高齢者の方でした。 
負傷者の発生状況については、６人が消火中、２人が避難中、１人が就寝中、

６人がその他となっています。 
       （別表Ⅰ－１、別図Ⅰ－４、別図Ⅰ－６、別図Ⅰ－７参照） 

 

別図Ⅰ－１　火災件数の推移
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別図Ⅰ－２　　火災種別ごとの件数と構成比率
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別図Ⅰ－４　時間帯別建物火災発生件数及び建物火災での死者数
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別図Ⅰ－３　月別の火災件数
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別図Ⅰ－６　経過別死者発生状況
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別図Ⅰ－５　市町村別火災件数の構成比率
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別図Ⅰ－７　経過別負傷者発生状況
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増　減
Ｃ（Ａ－Ｂ）

　増　減　率
 　Ｃ／Ｂ

(％)

７６ ( 100% ) １００ ( 100% ) -２４ -24.0%

４９ ( 64.5% ) ５４ ( 54.0% ) -５ -9.3%

３ ( 3.9% ) ４ ( 4.0% ) -１ -25.0%

６ ( 7.9% ) ８ ( 8.0% ) -２ -25.0%

１ ( 1.3% ) ０ ( 0.0% ) １

１７ ( 22.4% ) ３４ ( 34.0% ) -１７ -50.0%

８７ ( 100% ) ７６ ( 100% ) １１ 14.5%

２９ ( 33.3% ) ２１ ( 27.6% ) ８ 38.1%

６ ( 6.9% ) ３ ( 3.9% ) ３ 100.0%

２８ ( 32.2% ) ２９ ( 38.2% ) -１ -3.4%

２４ ( 27.6% ) ２３ ( 30.3% ) １ 4.3%

３７ ( 100% ) ４７ ( 100% ) -１０ -21.3%

１４ ( 37.8% ) １２ ( 25.5% ) ２ 16.7%

１ ( 2.7% ) ３ ( 6.4% ) -２ -66.7%

２２ ( 59.5% ) ３２ ( 68.1% ) -１０ -31.3%

-４０ -32.0%

建物(㎡) ３,７６０ 118.0%

林野(ａ) -１１ -55.0%

-３,０６５ -1.6%

-２,２４７ -1.2%

-２６８ -93.7%

-４９８ -20.4%

０

-６７ -37.6%

火災全体 ５６０ 29.5%

建物火災 ３０８ 8.9%

１件当り 建物(㎡) ８３ 140.2%

損害面積 林野(ａ) -２ -40.0%

２ 100.0%

０ 0.0%

-１.０３ -24.8%

 備考　(　　）内は構成比を示す。なお、損害額については概数

全 焼

車 両 火 災

船 舶 火 災

そ の 他 火 災

焼 損 棟 数 ( 棟 )

林 野 火 災

車 両 火 災

別表Ⅰ－１　平成２２年の火災の概況

平成２２年
　Ａ

火 災 件 数 ( 件 )

建 物 火 災

区 分
平成２１年

　Ｂ

半 焼

林 野 火 災

２,４６１

３,７７４

１４２

３

出火率（人口１万人当り） ３.１２

４

１５

死  　　者   (人)

焼 損 面 積

ぼ や

負　傷　者   (人)

建 物 火 災

罹災世帯数(世帯)

全 損

１件当り
損害額

　(千円)

船 舶 火 災

そ の 他 火 災

損 害 額 ( 千 円 )

１２５８５

部 分 焼

半 損

小 損

罹 災 人 員 ( 人 )

１８

１,９４０

１５

１１１

６,９４７

９

１８７,０１７

１８４,９３３

３,１８７

２０

１９０,０８２

１８７,１８０

２８６

２,４３８

０

１７８

２

１５

４.１５

１,９０１

３,４６６

５９

５
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件 　 　 数

損 害 額

件 　 　 数

損 害 額

焼 損 面 積

件 　 　 数

損 害 額

焼 損 面 積

件 　 　 数

損 害 額

件 　 　 数

損 害 額

件 　 　 数

損 害 額

合 　 　 計

全 焼

半 焼

部 分 焼

ぼ   や

合 計

全 損

半 損

小 損

り 災 人 員

(
千

円
）

(
千

円
）

㎡
(
千

円
）

a
(
千

円
）

(
千

円
）

(
千

円
）

１
月

8
3
2
,
2
7
5

7
3
2
,
2
7
4

3
4
4
0

1
1

1
4

4
3

7
7

3
4

1
6

1
8

２
月

6
7
,
3
1
1

4
7
,
2
9
6

4
2
5

1
1
5

7
1

4
1

1
2

3
3

5
1

３
月

4
3
,
5
1
3

4
3
,
5
1
3

1
9
9

6
2

4
2

2
5

４
月

7
8
6
,
8
9
6

5
8
5
,
1
3
7

1
0
8
7

2
1
,
7
5
9

1
6

5
1

5
5

4
4

1
5

５
月

9
5
5
7

3
5
2
6

1
1

3
1

5
3

1
2

2
2

3
1

６
月

7
6
,
2
6
2

5
6
,
1
9
0

6
1

6
9

1
3

6
1

1
4

2
2

6

７
月

8
1
6
,
5
5
3

4
1
6
,
4
4
5

2
1
6

1
7
1

1
1
5

2
2
2

6
1

2
1

2
4

1
1

2
6

1
1

８
月

9
2
3
,
0
6
1

6
2
3
,
0
6
1

9
1
4

1
2

1
3

7
6

5
1

4
1
4

3

９
月

7
2
,
6
0
3

3
2
,
5
5
5

3
7
3

1
3

2
3

4
5

8
2

2
4

1
1

3
1

1
0
月

2
3
,
5
0
8

2
3
,
5
0
8

1
6
2

4
2

1
1

5
4

1
9

1

1
1
月

5
2
,
6
1
3

2
2
,
5
6
3

6
9

1
1
0

2
4
0

2
2

1
1

1

1
2
月

4
1
,
8
6
5

4
1
,
8
6
5

5
5

5
2

2
1

1
1

2
1

合
計

7
6

1
8
7
,
0
1
7

4
9
1
8
4
,
9
3
3

6
9
4
7

3
1
8

9
6

1
,
9
4
0

1
1
5

1
7

1
1
1

8
7

2
9

6
2
8

2
4

3
7

1
4

1
2
2

8
5

4
1
5

0

そ
の

他
火

災
焼
損
棟
数

合
　

　
計

建
物
火
災

林
野

火
災

別
表

Ⅰ
－

２
　

　
月

別
火

災
発

生
状

況

り
災
世
帯

死 者

負 傷 者

3 0 日 以 内 死 亡

車
両

火
災

船
舶

火
災
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合 計

建 物

林 野

車 両

船 舶

そ の 他

床 面 積

表 面 積

林 野

合 計

全 焼

半 焼

部 分 焼

ぼ   や

合 計

全 損

半 損

小 損

㎡
㎡

a
(
千

　
円

）

米
 
子
 
市

3
5

2
4

2
3

1
5

1
,
1
7
9

4
7

7
3
4

6
4

1
1

1
3

1
8

3
1

1
4

4
3

1
8

7
5
,
9
0
8

境
 
港
 
市

7
4

1
2

3
,
1
8
6

3
6

3
2

1
7

4
3

1
6

1
1

1
6
,
4
6
6

日
吉
津
村

1
1

大
 
山
 
町

1
5

9
6

1
,
1
8
0

1
0
4

3
0

8
1

1
1

1
0

7
4

3
1
5

1
2

6
1
,
2
8
5

南
 
部
 
町

1
0

7
1

2
2
7
8

1
2

9
6

1
2

3
2

1
8

2
4
,
1
0
7

伯
 
耆
 
町

3
3

9
4
5

6
5

1
1

1
8
,
2
5
1

日
 
南
 
町

0

日
 
野
 
町

2
1

1
1

1
1

1
1

2
1

7
6
3

江
 
府
 
町

3
1

1
1

1
7
9

1
1

1
1

1
1

1
0
,
2
3
7

合
　
　
計

7
6

4
9

3
6

1
1
7

6
,
9
4
7

1
5
6

9
8
7

2
9

6
2
8

2
4

3
7

1
4

1
2
2

8
5

4
1
5

1
8
7
,
0
1
7

り 災 人 員

死 者

負 傷 者

別
表

Ⅰ
－

３
　

　
市

町
村

別
火

災
状

況

火
　

災
　

件
　

数
焼

　
損

　
面

　
積

焼
損

棟
数

損 害 額

3 0 日 以 内 死 亡

り
災

世
帯

数
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損害額（千円）

合        計 76 49 3 6 1 17 187,017 4 15

た ば こ 6 5 1 47,976 1

こ ん ろ 10 10 5,137 4

か ま ど

風 呂 か ま ど 1 1 406 1

炉

焼 却 炉 1 1

ス ト ー ブ 1 1 1 1

こ た つ

ボ イ ラ ー 1 1 28

煙 突 ・ 煙 道 1 1 1,270

排 気 管

電 気 機 器 2 1 1 678

電 気 装 置

電灯・電話等の配線 1 1 160

内 燃 機 関

配 線 器 具

火 あ そ び 1 1

マッチ・ライター 1 1 15

た き 火 7 1 2 4 2,212 3

溶 接 機 ・ 切 断 機 1 1 40

灯 火 1 1 362

衝 突 の 火 花

取 灰

火 入 れ

放 火 2 2 5 1

放 火 の 疑 い 6 5 1 30,166

そ の 他 16 9 1 6 12,782

不 明 ・ 調 査 中 17 10 4 3 85,778 3 5

船舶 その他 計 死者

死者負傷者出火件数
原 因 別

別表Ⅰ－４ 出火原因別火災発生概況

負傷者計 航空機建物 林野 車両
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合 計

建 物

林 野

車 両

船 舶

そ の 他

合 計

建 物

林 野

車 両

船 舶

そ の 他

合 計

建 物

林 野

車 両

船 舶

そ の 他

合 計

建 物

林 野

車 両

船 舶

そ の 他

合 計

建 物

林 野

車 両

船 舶

そ の 他

米
 
子

 
市

3
5

2
4

2
3

1
5

5
4

2
8

4
2
2

4
7

3
0

9
8

5
6

3
7

5
1
4

5
9

5
0

4
5

境
 
港

 
市

7
4

1
2

2
2

1
4

8
2
3

1
0

1
3

2
4

8
1

1
5

2
3

1
8

1
4

日
吉

津
村

1
1

0
0

0
2

1
1

大
 
山

 
町

1
5

9
6

1
2

7
1

1
3

1
2

6
2

1
3

9
5

2
1

1
1
1

6
3

2

南
 
部

 
町

1
0

7
1

2
1

1
3

3
6

3
2

1
3

2
1

伯
 
耆

 
町

3
3

3
2

1
7

3
3

1
6

4
1

1
4

2
1

1

日
 
南

 
町

0
5

1
2

2
6

5
1

3
3

9
8

1

日
 
野

 
町

2
1

1
0

0
4

3
1

1
1

江
 
府

 
町

3
1

1
1

3
1

1
1

5
4

1
2

2
0

合
　

　
計

7
6

4
9

3
6

1
1
7

1
0
0

5
4

4
8

3
4

1
0
3

6
1

3
1
4

2
5

1
1
0

6
5

5
9

3
1

1
1
2

8
6

1
1
1

1
4

別
表

Ⅰ
－

５
　

 
過

 
去

 
５

 
年

 
間

 
の

 
市

 
町

 
村

 
別

 
火

 
災

 
件

 
数

平
成

２
０

年
平
成
１
９
年

平
成
１
８
年

平
成

２
１

年
平
成
２
２
年
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区 分

件 　 　 数

損 害 額

件 　 　 数

損 害 額

焼 損 面 積

件 　 　 数

損 害 額

焼 損 面 積

件 　 　 数

損 害 額

件 　 　 数

損 害 額

件 　 　 数

損 害 額

合 　 　 計

全 焼

半 焼

部 分 焼

ぼ   や

合 計

全 損

半 損

小 損

罹 災 人 員

(千
円

）
(千

円
）

㎡
(千

円
）

a
(千

円
）

(千
円

）
(千

円
）

　
(人

）

1
3
年

1
2
0

2
3
2
,0

9
6

6
3

2
0
0
,6

1
6

3
,4

1
6

5
5
,2

0
7

1
9
9

2
1

2
1
,3

1
5

1
4
,5

0
0

3
0

4
5
8

8
8

2
6

7
2
9

26
5
5

1
3

5
3
7

1
9
5

6
1
1

1
4
年

1
4
3

2
6
1
,8

1
2

7
2

2
5
2
,7

2
4

4
,3

6
4

1
0

1
,6

3
8

4
5
3

1
3

6
,5

3
8

4
8

9
1
2

1
0
5

3
3

5
4
0

2
7

6
6

1
7

2
4
7

2
0
7

8
2
1

1
5
年

1
1
1

1
4
5
,8

5
5

7
3

1
4
3
,8

3
4

3
,8

7
5

2
6

1
4

1
,5

8
8

2
2

4
3
3

9
9

2
3

1
1

3
7

2
8

6
2

1
7

1
0

3
5

1
9
1

9
2
3

1
6
年

1
0
5

2
5
4
,6

6
0

6
9

2
4
9
,4

1
2

5
,9

0
0

6
5

3
0

1
4

5
,2

4
3

1
6

1
0
3

2
7

1
2

3
3

3
1

5
6

1
1

6
3
9

1
9
0

4
1
8

1
7
年

1
2
9

3
6
0
,2

1
9

8
2

3
4
9
,4

3
7

8
,1

2
4

5
5
6
3

1
3
6

1
7

9
,6

8
9

1
2
0
0

2
4

3
3
0

1
6
0

5
5

1
9

3
8

4
8

1
0
1

3
9

1
3

4
9

2
6
7

1
0

1
9

1
8
年

1
1
2

2
8
8
,0

2
4

8
6

2
8
4
,6

5
9

5
,7

2
1

1
1
1

2
,5

7
6

1
4

7
8
9

1
3
7

2
8

1
3

5
5

4
1

7
8

1
8

9
5
1

2
3
8

5
1
9

1
9
年

1
1
0

9
2
,9

1
3

6
5

8
9
,8

5
6

2
,3

0
5

5
4
2
7

4
8

9
2
,3

2
4

3
1

3
0
6

7
4

1
7

6
2
3

2
8

3
3

7
5

2
1

9
1

6
1
4

2
0
年

1
0
3

5
8
7
,7

9
8

6
1

5
5
8
,2

6
9

3
,8

8
9

3
1
5

2
1
4

2
8
,6

3
9

2
5

8
7
5

8
8

2
9

3
3
0

2
6

4
0

7
3
3

1
3
5

7
9

2
1
年

1
0
0

1
9
0
,1

0
0

5
4

1
8
7
,1

8
0

3
,1

8
7

4
2
8
6

2
0

8
2
,4

3
8

3
4

1
7
8

7
6

2
1

3
2
9

2
3

4
7

1
2

3
3
2

1
2
5

2
1
5

2
2
年

7
6

1
8
7
,0

1
7

4
9

1
8
4
,9

3
3

6
,9

4
7

3
1
8

9
6

1
,9

4
0

1
1
5

1
7

1
1
1

8
7

2
9

6
2
8

2
4

3
7

1
4

1
2
2

8
5

4
1
5

合
　

　
計

建
物

火
災

林
野

火
災

別
表

Ⅰ
－

６
　

　
過

去
１

０
年

間
の

火
災

発
生

状
況

罹
災

世
帯

死 者

負 傷 者

車
両

火
災

船
舶

火
災

そ
の

他
火

災
焼

損
棟

数
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Ⅱ 救急概況 
（平成２２年１月～１２月） 

 

 １ 救急出動件数、救急搬送状況 
    平成２２年中の救急出動件数は、前年に比べて５５４件増の８,９７５件、

搬送人員は５７２人増の８，４９５人で、４年ぶりの増加となりました。 

               （別図Ⅱ－１、Ⅱ―２、Ⅱ―３参照） 
 ２ 市町村別救急活動状況 
    救急出動件数、救急搬送人員ともに増加しましたが江府町は減少しました。

米子市は過去最多の件数となりました。 
（別図Ⅱ―４参照） 

 ３ 傷病程度別搬送状況 
   傷病程度別の搬送人員では、中等症が４，１９３人（４９．４％）で最も

多く、次いで軽症が２，９７７人（３５．０％）となっています。 
（別図Ⅱ―５参照） 

 ４ 年齢別搬送状況 
   年齢別の搬送人員では、６５歳以上の高齢者が４，８５６人（５７．２％）

と最も多くなっています。 
（別図Ⅱ―６参照） 

 ５ 署所別救急活動状況 
   署所別では、米子消防署の出動件数及び搬送人員がそれぞれ３，１６９件

（３５．３％）、２，９２２人（３４．４％）と最も多くなっています。 

                              （別図Ⅱ―７参照） 
 ６ 月別救急活動状況 

月別の出動件数と搬送人員では、８月がそれぞれ８８６件（９．９％）、

８３３人（９．８％）で最も多く、続いて１２月の８３８件（９．３％）、

７９４人（９．３％）となっています。 
（別図Ⅱ―８参照） 

 ７ 現場到着所要時間、収容所要時間 
平均現場到着所要時間は７分２７秒で前年より２１秒の遅延、平均収容所

要時間は３４分３６秒で前年より５１秒遅延しました。 
（別図Ⅱ―９、Ⅱ―１０参照） 

 ８ 応急手当実施状況   
心肺停止傷病者２５５人のうち、家族等により応急手当を受けた人は、１

３１人（５１％）でした。 
（別図Ⅱ―１１参照） 

 ９ 高度救命処置状況 
心肺停止傷病者２５５人のうち１８７人が救急救命士による高度救命処

置を受け、そのうち２４人に回復が見られました。 
   （別図Ⅱ―１２、Ⅱ－１３参照） 
 10 救急講習件数の推移 

救急講習には、毎年約１０，０００人の方が受講され、圏域住民の応急手

当に対する意識の高さがうかがえます。 

                （別図Ⅱ―１４、Ⅱ―１５、別表Ⅱ―１参照） 
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事故種別 火災 自然 水難 交通
労働
災害

運動
競技

一般
負傷

加害
自損
行為

急病
転院
搬送

その
他

計

出動件数 52 5 18 861 65 60 1,084 26 129 5,478 1,148 49 8,975

事故種別 火災 自然 水難 交通
労働
災害

運動
競技

一般
負傷

加害
自損
行為

急病
転院
搬送

その
他

計

搬送人員 9 4 7 916 65 61 1,047 24 93 5,122 1,140 7 8,495

別図Ⅱ-２　事故種別救急搬送状況
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別図Ⅱ-１　事故種別救急出動状況
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別図Ⅱ-３　過去５年間の救急推移
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別図Ⅱ-４　市町村別救急活動状況

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

4,500

5,000

5,500

出動件数 5,407 1,143 145 729 319 456 362 204 179 31

搬送人員 5,054 1,103 141 705 297 442 348 201 174 30

米子市 境港市 日吉津村 大山町 南部町 伯耆町 日南町 日野町 江府町 圏域外

1515



程　　度 死　亡 重　症 中等症 軽　症 その他 合　計

搬送人員 161 1,146 4,193 2,977 18 8,495

新生児 乳幼児 少 年 成 人 高齢者 合 計

搬送人員 38 294 321 2,986 4,856 8,495

別図Ⅱ-５　傷病程度別搬送状況
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別図Ⅱ-６　年齢別搬送状況
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別図Ⅱ-７　署所別救急活動状況
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別図Ⅱ-８　月別救急活動状況
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別図Ⅱ-９　現場到着所要時間

別図Ⅱ-１０　収容所要時間
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別図Ⅱ-１１　応急手当実施状況
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別図Ⅱ－１２
高度救命処置状況
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別図Ⅱ-１３
医師引き継ぎ時の状況
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平成１8年 平成１９年 平成２０年 平成２１年 平成２２年
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応急手当普及員

別図Ⅱ－１６　応急手当指導員・普及員の養成

別図Ⅱ－１４　過去５年間の救急講習件数推移
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別図Ⅱ－１５　過去５年間の救急講習人員推移
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Ⅲ 救助概況 
（平成２２年１月～１２月） 

 １ 事故種別救助出動状況 
救助出動件数は１５５件あり、そのうち交通事故が６６件（４２．６％）、

その他の事故が３７件（２３．９％）、火災が２５件（１６．１％）、水難

事故が１６件（１０．３％）、建物等による事故が４件（２．６％）、機械

による事故が４件（２．６％）等の順となっています。 
                        （別図Ⅲ―１参照） 

 ２ 事故種別救助活動状況 
救助活動件数は１１８件あり、そのうち交通事故が４５件（３８．１％）、

その他の事故が２８件（２３．７％）、火災が２５件（２１．２％）、水難

事故が１２件（１０．２％）、建物等による事故４件（３．４％）等の順と

なっています。 
                           （別図Ⅲ―２参照） 
 ３ 事故種別救助人員状況    
   救助活動により救助された人員は１１１人あり、そのうち交通事故が５

６人（５０．５％）と最も多く、次いでその他の事故が２８人（２５．２％）、

水難事故が１２人（１０．８％）、火災等による事故が５人（４．５％）、

建物等による事故４人（３．６％）、風水害等自然災害４人（３．６％）等

となっています。 
                           （別図Ⅲ―３参照）     

  ４ 管轄別救助活動状況 
      消防署の管轄別に出動件数を見ると、米子消防署が８９件（５７．４％）

と最も多く、次いで大山消防署が２５件（１６．１％）、境港消防署が２４

件（１５．５％）、江府消防署が１７件（１１．０％）の順となっています。  
（別図Ⅲ―４参照） 

 ５ 市町村別救助活動状況 
   市町村別に救助活動状況を比較して見ると、出動件数、活動件数、救助

人員ともに、米子市が最も多く出動件数６８件（４３．９％）、次いで大山

町が２４件（１５．５％）、境港市が２１件（１３．５％）、伯耆町が７件

（４．５％）、等の順となっており、他米子道、山陰道、管轄外へも出動し

ています。 
（別図Ⅲ―５参照） 

 ６ 月別救助活動状況 
   月別の救助出動件数を見ると、８月が２０件（１２．９％）と最も多く、

次いで１０月が１８件（１１．６％）、３月と４月が１６件（１０．３％）、

１２月が１５件（９．７％）等の順となっています。 
（別図Ⅲ―６参照） 
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事故種別 火災 水難 交通 風水害 機械 建物 ガス 破裂 その他 計

出場件数 25 16 66 1 4 4 2 0 37 155

事故種別 火災 水難 交通 風水害 機械 建物 ガス 破裂 その他 計

活動件数 25 12 45 1 1 4 2 0 28 118

別図Ⅲ-２　事故種別救助活動状況
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別図Ⅲ-１　事故種別救助出動状況
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事故種別 火災 水難 交通 風水害 機械 建物 ガス 破裂 その他 計

救助人員 5 12 56 4 1 4 1 0 28 111

別図Ⅲ-４　管轄別救助活動状況
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別図Ⅲ-３　事故種別救助人員状況
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別図Ⅲ-５　市町村別救助活動状況
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別図Ⅲ-６　月別救助活動状況
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Ⅳ．１１９番着信概況 

（平成２２年１月～１２月） 
１ 概況 

平成２２年中の１１９番通報は、総着信件数で１２，７２２件でした。

昨年に比べて９１３件（７．７%）多くなっています。１ヶ月平均では約１

０６０件、１日平均では約３５件の着信となります。通報内容としては、救

急通報が最も多く８，６６３件（６８．１%）、火災通報は１５９件（１．

２%）でした。そのほかの通報としては、間違いが７６９件（６．０%）、

通報訓練などの通報が１，６６２件（１３．１%）、休日・夜間などに病院

に関する問い合わせ等が１，２０６件（９．５%）となっており、悪戯と思

われるものも１０７件（０．８%）ありました。  
（別表Ⅳ－１、別図Ⅳ－１参照） 

２ 月別の着信状況 
月別での平均着信件数は、約１，０６０件で、最も多かったのは１２月

の１，２３５件、最も少なかったのは２月の９３６件です。火災通報の月平

均着信件数は約１３件で、最も多かったのは１月の２８件、最も少なかった

のは１０月の５件でした。救急通報の月平均着信件数は約７２２件で、最も

多かったのは８月の８５４件、最も少なかったのは６月の６５８件でした。 
（別表Ⅳ－２、別図Ⅳ－２参照） 

３ 電話種別による通報状況 

平成１７年７月よりＩＰ電話からの１１９番通報ができるようになりま

した。平成２２年は２，０４７件で年々増加しています。 

災害別の通報状況として、固定電話（IP 電話含む）と携帯電話の通報比

率を災害種別ごとに見ますと、火災など多くの人の目に付きやすい場合のほ

か、交通事故などの屋外での事故の場合に、携帯電話の比率が高くなってい

ます。  

（別表Ⅳ－３、別表Ⅳ－４、別図Ⅳ－３、別図Ⅳ－５参照） 

４ 携帯電話からの着信状況 

携帯電話からの１１９番通報は３，７０８件で、全着信件数の約２９％

でした。携帯電話で１１９番通報されますと、必ずしも電話をされた地区を

管轄する消防本部に接続されるとは限りません。管轄地区以外からの通報は、

その地区を管轄する消防本部に電話を転送し対応してもらいます。これを転

送処理件数として別表としています。他の消防本部への転送処理件数は４１

件あり、松江市消防本部が２８件と最も多く、次いで安来市消防本部が１０
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件となっています。 

（別表Ⅳ－３、別表Ⅳ－５、別表Ⅳ－６、別図Ⅳ－３参照） 

５ 時間帯別１１９番通報の着信状況   
時間帯別１１９番通報の着信件数は、活動時間帯（午前８時頃～午後９

時）に大半を占めていて、睡眠時間帯（午後１０時～午前６時）では午前４

時まで時間の経過とともに件数が少なくなっています。         

（別図Ⅳ－４参照） 

別表Ⅳ－１       １１９番着信件数の推移 
 

  火災 救急 救助 警戒 問合せ 間違い 悪戯 訓練等 合計 

平成１８年 347 8，847   73 104 1，200 894 197 1，038 12, 700

平成１９年 222 8，488   71 106 1，063 927 100 1，186 12，163

平成２０年 192 8，162 53 107 1，054 877 147 1，225 11, 817

平成２１年 193 8, 126 62 102 1, 110 766 139 1, 311 11, 809

平成２２年 159 8, 663 54 102 1, 206 769 107 1, 662 12, 722

 

別表Ⅳ－２        月別１１９番着信状況 

 

 火 災 救 急 救 助 警戒 問合せ 間違い 悪戯 訓練等 合 計 

１ 月 28 717 3 8 113 57 14 63 1,003

２ 月 7 683 5 4 75 53 6 103 936

３ 月 11 670 8 10 79 63 10 154 1,005

４ 月 26 683 7 3 75 58 8 117 977

５ 月 12 688 1 2 109 72 12 159 1,055

６ 月 6 658 2 7 76 55 10 202 1,016

７ 月      12 780 6 10 101 68 6 134 1,117

８ 月 23 854 9 19 120 87 9 92 1,213

９ 月 11 693 0 11 89 69 11 114 998

１０ 月 5 702 4 5 106 60 8 168 1,058

１１ 月 10 720 2 9 97 53 5 213 1,109

１２ 月 8 815 7 14 166 74 8 143 1,235

合 計 159 8,663 54 102 1,206 769 107 1,662 12,722

月平均 13.2 721.9 4.5 8.5 100.5 64.1 8.9 138.5 1,060
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別表Ⅳ－３   電話種別による１１９番着信件数の推移 

 

 

 

別表Ⅳ－４       電話種別毎の通報状況 

 

 

 

別表Ⅳ－５      携帯電話からの着信状況 
 

西部消防圏域内の災害などの着信件数 
他の消防機関に 

転送をした件数 

直接通報を 

受けた件数 

他の消防機関から 

 転送受信した件数 
総着信件数 

３，６８８ ２０ ３，７０８ 

 

４１ 

 

 
 

 

 

 

 
固定電話から

の着信件数 

携帯電話からの  

着信件数 
I P 電 話 合  計 

平成１８年 ９，２５８ ３，１３２ ３１０ １２，７００

平成１９年 ８，４８２ ３，１１６ ５６５ １２，１６３

平成２０年 ７，７１６ ３，１７４ ９２７ １１，８１７

平成２１年 ７，０９１ ３，１８１ １，５３７ １１，８０９

平成２２年 ６，９６７ ３，７０８ ２，０４７ １２，７２２

  火災 救急 救助 警戒 問合せ 間違い 悪戯 訓練等 合計 

固定電話 51 4,878 11 32 408 295 41 1,251 6,967

携帯電話 90 2,234 39 55 643 364 60 223 3,708

I P 電話 18 1,551 4 15 155 110 6 188 2,047

総合計 159 8,663 54 102 1,206 769 107 1,662 12,722
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別表Ⅳ－６     携帯電話の消防機関別転送状況 

他の消防機関から転送を受信した件数 他の消防機関に転送した件数 

 

消防 
火 災 救 急 その他 合 計

消防 
火 災 救 急 その他 合 計

松 江  ９ １ １０ 松 江 ２ ２４ ２ ２８

安 来  ３ １ ４ 安 来 ２ ７ １ １０

雲 南   雲 南  

東 部  １ １ ２ 東 部 ２ ２

中 部  １ １ ２ 中 部 １ １

新 見  ２ ２ 新 見  

真 庭   真 庭  

津 山   津 山  

備 北   備 北  

合 計 ０ １６ ４ ２０ 合 計 ４ ３４ ３ ４１

 

別図Ⅳ－１          通報内容別着信状況 

救急 68.1%

火災1.3%
訓練等 13.1%

悪戯 0.8%

間違い 6.0%

問合わせ9.5%

警戒 0.8%

救助 0.4%
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別図Ⅳ－２           月別着信状況 
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火災 28 7 11 26 12 6 12 23 11 5 10 8

救急 717 683 670 683 688 658 780 854 693 702 720 815
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別図Ⅳ－３       電話種別毎の着信比率 

0%
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40%
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80%

100%

　IP電話 153 148 129 158 141 164 193 201 174 196 194 196

携帯電話 263 245 254 266 310 289 372 403 320 282 308 396

固定電話 587 543 622 553 604 563 552 609 504 580 607 643

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月
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別図Ⅳ－４      時間帯別着信件数の推移 
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別図Ⅳ－５      電話種別による通報状況 

 

0%

20%

40%

60%

80%

100%

合計 火災 救急 救助 警戒等 問合せ 間違い 悪戯 訓練等

携帯電話 固定電話・IP
 

 

 
 

3131



  郵便番号

  683-0853

  683-0055

  683-0003

  683-0321

  689-4201

  684-0041
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  689-4411

  689-5211

    

       

平成２３年２月発行

〒683－0853 米子市両三柳５４５２番地

   TEL  ０８５９－３５－１９５１（代）

※本概況に関するお問い合わせは下記にお願いします。

火災・・・・・・・・・・・ 予防課予防係　   　　０８５９－３５－１９５４

救急救助・・・・・・・ 警防課救急救助係　 ０８５９－３５－１９５９

境港消防署弓浜出張所    

０８５９－３９－０２５３

西伯郡南部町清水川３番地１         

境港市中野町２１１６番地            

０８５９－３９－６００３米子消防署南部出張所    

境港消防署    

０８５９－３５－１９５１

０８５９－３９－０２５１

西伯郡伯耆町溝口２０番地４         ０８５９－３９－９００１

米子市両三柳５４５２番地       

米子市冨士見町一丁目１０３番地１       

米子市皆生五丁目８番５号             

　平成２２年度全国統一防火標語

　「消したかな」

　　　　　　　合言葉
　　　あなたを守る

火災情報テレホンガイド　　０８５９－２２－０１１９

防火・救急に関するご相談・お問い合わせ

お気軽に最寄りの消防署・出張所へどうぞ

０８５９－４７－０１１９

名      称 

米子消防署皆生出張所    

消  防  局    

米子消防署    

米子消防署伯耆出張所    

電  話  番  号 

０８５９－４８－２００５

０８５９－３９－５００２

西伯郡大山町長野８８０番地３     

  所      在      地  

米子市大篠津町２９１３番地１      

西伯郡大山町末吉４０３番地２       

０８５９－７７－１００１日野郡日南町生山３４９番地１       

０８５８－４９－３００１

０８５９－７７－２００１日野郡江府町武庫１３９０番地３    

江府消防署生山出張所    

大山消防署    

大山消防署中山出張所    

江府消防署    

 

　 鳥取県西部広域行政管理組合消防局

１１９番着信状況・・指令課指令係　　　　 ０８５９－３５－１９６０




